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(Received Oct. 15， 1968) 
In this paper some features of electric resistance are discussed when the 
stepwise tortion is applied on the copper wire of the diameter 1.6 mm. Time 
variation of the resistance is generally composed of two curves (1) pulsive 
curve in several seconds and (2) exponentially decreasing curve of the time 
constant about 20 sec. For the repetition of twist and free in several minutes， 
it is pointed out that 1) the final resistance in the free period is linear1y depend 
on the repeated times， and 2) the height of pulsive curve depends on the rise 
velocity in twist. Lastly some discussions on the dislocation model for present 
experiment are tried. 
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Fig. 3 Several types of the resistance 
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Fig.4 The resistance curves (a) for 












Table-1 Variation of electric resistance 
depending on the history of the sample 
Samples 
4RC10-6!J) I 






























Several e玄amplesof waveforms in 
single operation and (b) general 
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T = 70exp( -Yot!12) ・H ・.(1 a) 
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Fig. 7 Dependency of Y u 1 on the rise 






















Fig. 8 Comparison of the waveform P2 






















いるように思われ，それを Fig.9 (b)に示しである O こ
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Fig. 9 Relations between several values 
of Yi and Yij 
Y28 = 0.51Y12 
Y34 = 0.17Y12 
Y61 = 0.29Y56 
-・・・・(2)















































第二にここで実験に用いた試料は多結晶で、あるから 1.6mm 銅線に stepwiseのねじりを加えたところ次
上記のような電気抵抗変化をおこすものは，主として のことがわかった。
徴小結晶問の grainboundaryの移動や増加などであ 1 )くり返し荷重による抵抗の変化は非常に規則的
ろう O しかし，電気抵抗変化の特徴を簡単に定性的に であり，平均的にはくり返L回数と共に直線的に増大
考察する手段としては，単結晶の歪模型，すなわち， する O 一回のくり返し操作による抵抗の増加率は2.57





関係することを述べる必要があろう。このモデ、ルとし 歪の立上り速度に依存し立上りパルス高を YOh 初
て次のものが考えられる O 外部より加えられた歪によ 重をかけおわるまでの時間をTとすれば
って，金属結晶の一部表面に dislocationが発生し T=70eJ中(-YOl/12)， または YOl=68/T~
それが結晶中を移動，貫通して結品のすべりが完成す なる形式で表わすことができる O しかし，Tが大にな
ると dislocationが消滅する過程をノミノレス部分POP1P2 るほど実験操作上の誤差が大になることを考慮すれば
に対応させる O もし発生した dislocationのあるもの Yl1と Tの関係は上式よりも，より変化のはげしいも
が結晶中に止まる場合には，長時間にわたっての抵抗 のであると予想される。 (b)指数的減衰部の形状は荷重
増加がおこれ P2点はPo点と一致しないことと対応 速度にほとんど無関係であれ減衰の時定数は20秒程
する O さらに九九九部がほぼ指数的にある有限値 度となる。
に収れんすることから考えて， 結晶中の dislocation 3 )上の実験結果を説明するために，一つの disloca-




このようなモデルを用いるときは Fig.5 (a)に示した f昭和143年10月15日受J!!)
